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分析し，脇田(1977) は地価勾配研究の展望と問題点を指摘した。北畠(1981 ・ 1984) は奈良
盆地の北西部丘陵地と大阪平野の北部丘陵地の住宅地化を調査し，適地選定の重要な条件は利




















方法は三郷町『三郷町都市計画図J (1993年 1 月作成) 1 万分の 1 I全図J， および，三郷町











(1) 総面積 862.0 ha，逆三角形のキノコ形である。広がりは東西 5. 67km，南北 3.50kmであり，相対
位置は奈良へ 25.0km，大阪へは 34.0km である。時間距離は JR西日本大和路綜の三郷根から，
奈良駅へ24分，天王寺駅へは27分間である。また，三郷町域内を走る近鉄生駒線の勢野北口駅・信貴
山下駅より，大阪の難波駅へは 1 時間，奈良駅へは 40 分間である(1992年 7 月，王寺駅調べ)。 さ
らに，行政区をみれば，三郷町域の北側は奈良県生駒郡平群町，東側は斑鳩町，南側は大和川を隔て
て北葛城郡王寺町，西側は生駒山地を境界にして，大阪府八尾市と柏原市に隣接している。北畠潤ー
「奈良県三郷町の住宅地化J (W産業と経済』第 7巻第 5 号， 1993年 3 月) 61ページ。
( 2 ) cultural landscape 自然景観の対語であり， 自然景観に人間の影響力が決定的に及んだ景観のこ
とである。それゆえに文化景観においては人間に由来する複合体が景観の構造を規定している。




( 4 ) alluvial cone 扇状地のうち，扇状地面の傾斜が大なるものである。しかし傾斜の程度の基準はなく，
沖積扇といわれる緩傾斜の扇状地面をもつものよりは急であり，崖錐よりは緩やかな傾斜をもつもの
を指す。沖積錐は比較的水量の少ない河川が粗大な岩屑を運ぶ場合につくられ，源頭部に崩壊地を有
する 1 次谷の出口などにみられることが多い。町田 貞ほか『地形学辞典』二宮書店， 1981年， 410 
ジ。へ
( 5) talus cone 急崖あるいは自由面 (free face) から風化生産された岩屑がその基部に堆積してつく
った円錐状の堆積地形。同時に岩屑斜面の一種をなす岩錐斜面 (talus slope) を構成する。岩錐斜











o I km 
注) 1.南畑 2. 信貴南畑 3. 信貴山西 4. 信貴山東 5. 立野 6. 立野南 7. 立野北 8. 城山台
9. 信貴ケ丘 10. 勢野西 11.勢野 12. 勢野東 13. 美松ケ丘西 14. 美松ケ丘東 15. 東信貴ケ丘
16. 夕陽ケ丘 17. 三室
A-A'は西部地域の東限 B-B' は中部北地域の南限・中部南地域の北限
C-B' は東部地域の西限
資料〉三郷町観光産業課『三郷町住居表示全図11 (1993年度) 5 千分の 1 r全体図」および現地調査
により作成。
1 西部地域
西部地域は大門池(図 2) の中央から，とっくり湖(図 2) 東端付近を通る南北線(図 1 ・
A-A') 以西の地域である。行政区は南畑・信貴南畑・信貴山西の 3 地区が連接している。西
部地域は生駒山地の南東端であり，全体としては北西より南東方向に傾斜し，傾斜区分は16~
200 と 21~300 の地域からなる(図 2)。標高は 260. 0~480. 0 m に及び，その聞に小起伏山地
と小起伏面，および樹枝状の細長い谷底平野が発達している。面積は全町域面積の約20%を占
めるが， 1993年 5 月 1 日現在の人口は 2%，世帯数は 3%程に過ぎない(三郷町地区別人口統
計表より試算〉。それはこの地域が山地性の地形であり，都市化が緩慢なためで、ある。
西部地域最西縁の標高 343.0.......396.7 m の位置に高安山公園墓地と高安山霊園がある。西部







最低地点はとっくり湖(水面標高 262.5 m) であり，この湖は実盛川上流に，国・県・町の三
者が1971 ，.....， 1973年度に築造した上水道水源池で，堤長 98m，堤高 30m の直線重力式コンク




下，信貴山下駅〉西方 3， 400 m の市街化調整区域にある，南畑幼稚園付近(旧三郷町大字南
畑字赤阪1， 104番)のタケ林・混交樹林で，北へ 4m で町道に面し，上下水道・都市ガスはな
い場所(図 3) の 1984年度の地価は 1 m2 当たり 4， 170円，翌1985年度の地価は4， 200円で比較
的廉価である(1984 ・ 1985年度地価公示〉。 また，とっくり湖岸を巡るサクラ並木の道路は幅
員 4m 程で，老人用散歩道である。南西の湖岸に近い丘陵地の標高 280.0m の位置には，
みむろえん





屋などが立ち並ぶ、。大門池南岸の標高 288.5 m 地点を西走する有料道路信貴・生駒スカイラ
インは，高安山南斜面では標高 399.5 m の地域を通過し， さらに尾根づ、たいに高安山・十三
峠・鳴川峠ほかを経て生駒山に至る。信貴・生駒スカイラインの 500m 南には，長さ 1 ， 200
，.....， 1 ， 300m，幅 50m 程の東西方向の谷底平野がのびている。この谷底平野の北側の日向緩斜面
に南畑の路村集落が立地している。また，その谷底平野に南北方向から入る，長さ 300m 程
の侵食谷が10か所前後刻まれており，侵食谷の谷頭部に水面面積 400m2 未満の小さい濯概用
堰止池を築き，標高 150.2，.....， 200.8 m，平均勾配 10，.....， 13 0 の部分には棚田や普通畑が拓かれて
いる。そして，とっくり湖西方には長さ 700，.....，800 m，幅 50，.....， 110 m の谷底平野が数か所ある。
この谷底平野も平均勾配 10，.....， 13 0 の部分には棚田や普通畑がある。さらに，その谷底平野西部
の標高 262.5，.....， 346.2 m，平均勾配 10，.....， 13 0 の部分には， 1987年度着工の農業公園「信貴山の











，....，_， 25 0 の傾斜地は，谷と尾根を問わず日向斜面のブドウ栽培が盛んであるが，わずかにミカン










は今池と大和川右岸のスポーツセンター(図 2) を結ぶ南北線(図 1 ・ B'-C)，南限は亀池
(図 2) 南方約 200m 地点を通る東西線(図 1 ・ B-B')，西限は大門池のほぼ中央から，とっ
せや たつり
くり湖東端を通る南北線(図 1 ・ A-A') の範囲である。行政区は勢野・信貴山東・立野など
の北半分と，美松ケ丘 2 丁目・勢野東 3 丁目・城山谷 1 ・ 2 ・ 3 ・ 5 丁目，信貴ヶ丘・勢野西





み，北部と南部は平均勾配 21 ，....，_， 30 0 で比較的傾斜が大きい。しかし中部は平均勾配 16，....，_， 20 0 で，
東へ行くと緩やかになり，平均勾配 9 ，....，_， 15 0 ， 4,....,_,80 , 0 ，....，_， 3 0 と漸移する(図 2)。面積は全町域
面積の約35%である。しかし1993年 5 月 1 日現在，この地域の人口は全人口の15%，世帯数は
全世帯数の16%程である(三郷町地区別人口統計表より試算)。 したがって面積に比較して人
口・世帯数の割合が少ない。その理由は，この地域の面積の 4 分の l に住宅地化・市街地化が
認められるが，残る 4 分の 3 は第 1 次産業的土地利用の卓越地域であることである。
中部北地域の最高地点は標高 309.3 m で，北西部の平群町との境界線上にある。最低地点は
南東部の大和川右岸(勢野西 1 丁目〉のスポーツセンター敷地内(標高 35.8 m) にあり，そ
の間の平均勾配は 6.50 である。大門池には 2 つの橋があり，朱色の橋は開運橋，薄桃色の橋は
信貴大橋(標高 280.7 m) である。信貴大橋の下のダムの東端から流出した水は約 300m 南








。 1 km 
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注) 1.大門池 2. とっくり湖 3. 亀池 4. スポーツセンター 5. 今池 6. 矢倉谷池
資料〕国土庁『土地分類基本調査図~ (1982年度) 5 万分の 1 r奈良J r大阪東北部J r大阪東南部」
および現地調査により作成。
流 L，とっくり湖から東流する実盛川と合流して，一度は亀池に入り，さらに南流して大和川
に至る。亀池北東 150m には上水道接合井(標高 222.5 m)，その東 400 m には上水道高区
配水場(標高 160.5 m) が設置されている。中部北地域の西寄りには，猪上神社・仁王門を経
て信貴山に通じる信貴山参道があり，沿道は料理旅館・食堂・ホテルほかよりなる信貴山東地
区(図 1) の門前町である。そして，その東部に国民宿舎信貴山荘と信貴山東町自治会館が建
設されている。 1986年 4 月に開校された奈良県立信貴ケ丘高校(以下，信貴ヶ丘高校〉は，信
貴山東町自治会館から東南東 700m に位置し，その聞は東信貴山ケーブル跡地の上半分で，
西高東低の比高 123 m の直線状坂道になり，混交樹林を通る幅員 10 m 余，平均勾配 100 の
信竜ハイキングコースである。とっくりダム北側に揚排水ポンプ場(標高 238.2 m)，さらに
東へ 100m の大阪府柏原市(以下，柏原市〕との境界線付近には，南畑地区し尿処理場(標
高約 250 m) がある。信貴川上流の大池は水面標高 204.5 m の濯瓶用堰止池である。大池の
東方 100"，-，200 m の標高 203.1 m の場所には， 1973年度に完成した清掃センター (20t/8 h) 
が設置されている。
中部北地域東部の北半分は，第 1 次産業的土地利用が卓越する地域である。信貴川上流域の
西高東低の細長い谷底平野の標高 90.0"，-，131. 0 m の地域には， 100枚前後の極小刻みな棚田が
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続いている。信貴川中流域の谷底平野(標高 72.0"，91.0 m) と，矢倉谷池(図 2)から南流す
る矢倉谷川流域の谷底平野(標高 46.0"，90.1 m) も水田が連なっている。しかし，これらの
水団地域以北の中位砂礁台地・丘陵地の日向斜面の標高 66.1"，120.8 m の位置は，今池(図
2) の周囲を中心にしてブドウ園が広がっている。町立三郷北小学校の南 200m (美松ケ丘 2
丁目〉には， 1982年度に開園した「ふれあい農園J (標高 85.1 m) があり，近所の住民が野菜
や花井を栽培している。また，そのすぐ西を流れる信貴川と矢倉谷川聞の下位砂礁台地・丘陵






住居専用地域である。この地域の中心には， 1962年度に完成した信貴ヶ丘団地(面積 16.0 ha, 
計画戸数600戸〉があり，この団地は町域内で最初に開発されたものである。信貴山下駅から
西北西方向に 900m 余の聞は，幅員 16m の西高東低の直線状坂道であるが，これはかつて
の東信貴山ケーブル路線の下半分で、あって，標高 43.4"，137.3 m に及び，平均勾配 60 の舗装
道路となり，東部 450m には中央分離帯，道路南側には歩道，北側の西部 350m 聞には歩
道と街路樹がある。信貴ケ丘団地はこの道路北側の中位砂礁台地・丘陵地の日向緩斜面の標高
67.5",107.7 m の部分に開発された 1 戸建住宅地である。信貴ヶ丘団地西側の信貴ケ丘高校の
北には，信貴ヶ丘浄水場・信貴山看護専門学校(標高 120.2m) ・信貴山病院(標高 110.5
m) などがある。そして信貴山病院の西，矢倉谷池の南の勢野西 4 ・ 5 丁目には， 1969年度に
完成した緑ケ丘団地(面積 7.0ha，計画戸数100戸〉がある。この団地は中位砂磯台地の標高
76.0",107.0 m に立地し，第 1 種住居専用地域の 1 戸建住宅地である。国土庁によれば，信
貴山下駅北北西 1， 100 m の勢野西 5 丁目 10番 6 号(図 3) の地所は，上水道と都市ガス施設
があり，下水道はなく，都市化の緩慢な場所であるが，標準地の地積 165 m2， 道路状況は西
方 4， 700 m で町道に達するもので， 1984年度の 1 m2 当たりの地価は90， 000円であったが，
1993年 5 月 1 日の地価は122， 000円となり， 10年程の聞に32， 000円 (26.2%) 騰貴した(1984 ・
1993年度地価公示〉。
緑ケ丘団地の北側の勢野地区(標高 75.0"，218.9 m) には，生駒山麓を通る幅員 12m の













50.7m 地点には県水三郷ポンプ場がある。信貴ヶ丘高校南隣りの標高 134m 程の位置に万葉





東信貴山ケーブル跡地の下半分の道路南側は， 1979年度に完成した域山台 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 丁
目の北部に当たる。この地域は第 1 種住居専用地域で，城山台 2 丁目と 1 ・ 3 丁目の境界線と
なっている道路も，幅員 10m の街路樹と歩道をもっ舗装道路である。国土庁によれば，信貴
山下駅西方 600m の上下水道・都市ガスが完備し，著しく都市化していて整然と区画され，
北 6m lt;こ町道があり，標準地の地積が 177m2 の城山台 1 丁目 8 番12号(図 3) の 1984年度の
地価は， 1m2 当たり 92， 600 円であったが， 1993年 5 月 1 日には 153， 000 円になり， 60, 400 
(39.5%) 高騰した(1984 ・ 1993年度地価公示)。 また，この付近には大小 4 つの公園と 1 つ








(12) 1982年 4 月に完成した社会福祉法人で，精神薄弱者(心身傷害者も含む〉の厚生援護施設である。
奈良県社会福祉事務所の管轄，定員50名である (1993年 8 月，三郷町民生部住民福祉課で聴取)。
(13) 三郷駅前より北上し，農住団地・城山台団地を通過して，信貴ケ丘高校前から北東に転じ，平群町
へと続く幅員 16m，歩道と街路樹をもっ舗装道路。北部山麓は未完成であるが， 県道信貴山線との
交差点までの約 2， 100 m はパス路繰であり， 重要な計画幹線道路である (三郷町都市計画図， 1993 
年 1 月作成〉。
(14) 1989年度に創設された「ふるさと創生事業資金J により，同年，温泉掘削に着手し， 1990年 5 月 7









り，大和川右岸の三郷町役場を見通す東西線(図 1 ・ B-B') 以南の地域である。行政区は立
野の南部，城山台 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 丁目の南部，立野西 1 丁目，立野北 1 ・ 2 ・ 3 丁目，立野南







多聞橋(図 3) の下流 100m 地点で大和川に合流する坂根川と谷田][1が細い谷底平野を刻む。
傾斜区分は北西部が勾配 21"-'30 0 と大きく，南東部は勾配 0"-'3 0 と小さい。その聞に勾配 9"-'
150 の比較的緩やかな漸移地域がある(図 2) 。
中部南地域の面積は全町域面積の約25%であり， 1993年 5 月 1 日現在の人口は全人口の約45
%，世帯数は41%程である(三郷町地区別人口統計表より試算〉。 すなわち，中部南地域は面
積に対して人口・世帯数の割合が多い。その理由は，この地域の北西部の一角のみに山地性の








底平野には，極めて小刻みな棚田がみられ，谷頭部の日向緩斜面の標高 188.0，，-，206.2 m の地
域にはブドウ園が拓けている。また，実盛川の谷口付近にあたる南東山麓の日向緩斜面の標高
78.4 ,,-,85.2 m の地域にも，ブドウ栽培と普通畑が見受けられる。小起伏山地南麓の府道本堂





いる。大学用地は標高 96.8，，-， 118.7 m に位置しており，最大幅は南北 450m，東西 400m 程





子会館などがある。竜の子会館の南西 300m には標高 137.3 m の三室山があり，やや針葉樹
が多い混交樹林におおわれている。この森林地域一帯は三室山生活環境保全林である。三室山
南麓の立田川は柏原市との境界付近を南流し，大正橋(図 3) の下流 200m 地点で大和川に
注ぐ小河川で，その河口部には立野終末処理場(標高 36.2-..40.1 m) がある。三郷駅(標高
35.6,,-,37.6 m) は町域の最南端に位置しており，駅前広場と植込み，そして都市計画道路三郷
川添線に面 L，立野駐在所・パスターミナル・立体駐車場・立体駐輪場などを備えている。ま







ベーカーショップ・リカーショップほか，多種類の店舗が立地し，マンションや 1 ・ 2 階部分
は商業， 2 ・ 3 階以上は住居機能をもっ 4 ・ 5 ・ 6 ・ 7 階建の中・高層建築物が集積している。
また，三郷駅前広場の西端から北北西方向にのびる，都市計画道路信貴山麓線の西側沿線には








ヘ(15) 1993年 8 月現在，完成部分は県道王寺・三郷・斑鳩線から西にのび，信貴山麓線と実盛川の上で交
差して，奈良産業大学正門前までの 1 ， 100 m である。将来は大学の北を通過し 歩道と街路樹をも
っ東西線の主要な都市計画道路となる(三郷町都市計画図， 1993年 1 月作成〉。











注) 1.勢野西 5-10-6 2. 美松ケ丘西 2-2-33 3. 城山台 1-8-12 4. 東信貴ケ丘 2-6-28
5. 立野南 3-8-18 6.1日大字南畑字赤阪 1104
A. 昭和橋 B. わかくさ橋 c. 明治橋 D. 近鉄生駒線鉄橋 E. 多聞橋




域は， 1980年代に農住団地(面積 65.9 ha，計画戸数1， 821戸〉を中心にして急速に住宅開発が
進み，都市化が起きた。農住団地は第 2 種住居専用地域であり， 1 戸建住宅が卓越するが，立
野北 3 丁目の南信貴サンハイツは， 5 階建 2 棟， 80戸の標高 70.7m に位置する中層集合住宅
地であり，立野南 2 丁目の三室山コープタウンは， 4 階建12棟， 232戸の標高 39.6'"'-'52.8 m に
位置する中層集合住宅地であって， ともに農住団地の中にある。また，三室山南東山麓の立野
南 3 丁目の標高 42.3m にある， 2 . 3 階建の低層集合住宅地の学生アパート・マンションや，
立野北 3 丁目の標高 78.4m 地点に建つ，湯ノ口の 3 階建 2 棟， 54室の学生マンションなども，
周囲の 1 戸建住宅群とともに都市的な住宅地景観地域を形成している。国土庁によれば，三郷
駅の南西 520m，大正橋(図 3) 北詰の上下水道・都市ガスが完備された場所で，一般住宅と
アパート等が混在する住宅地であり，西方 6m に町道が通じている，第 2 種住居専用地域の
立野南 3 丁目 8 番目号(図 3) は，最近になって初めて地価公示がなされたが， 1m2 当たり
の地価は， 1993年 5 月 1 日現在144， 000円である(1993年度地価公示〉。
中部南地域の南東部の立野南 1 丁目・立野北 1 ・ 2 丁目・勢野西 1 丁目などの大部分は，谷
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田川流域の標高 35.8，，-，68.4 m の水田とその周辺地域，そして標高 37.7，，-，89.0 m の大和川
の谷底平野，および段丘崖・中位砂磯台地末端部の準工業地域に立地する住宅地域であり，主
に第 2 次世界大戦以前からの市街地である。一方，勢野北部土地区画整理組合によって，立野
北 1 丁目の県道王寺・三郷・斑鳩線沿線を中心とする，水田地域(標高 35.8，，-，60.3 m) と周
辺の混交樹林では，第 1 次産業的土地利用の改廃が進み， 1995年度の完成を目指して， 1990年
度より開始された面積 37.8 ha，計画戸数836戸の大規模な住宅地開発が進行中である。また，
1960年代に開発された面積 10.9 ha，計画戸数188戸の立野北 1 丁目と，立野南 1 丁目の公営住
宅団地(標高 41.2，，-，54.6 m) , 1970年代に立野南 1 丁目に開発された，面積 1.1 ha，計画戸数
35戸の公営住宅団地(標高 48.2 m) ほか，再開発地域を含むこれらの住宅地の 3 ・ 4 階建中
層集合住宅と， 7 ・ 10階建高層集合住宅地などは児童公園・緑地公園 (3， 190 mりを備えてお
り，前面の街路樹や歩道をもった幅員 12 m の都市計画道路三郷川添線とも相まって，極めて
近代的な住宅地景観を形成している。中部南地域北部の城山台 1 ・ 3 ・ 4 丁目の南寄りの地域
は，城山台 2 ・ 5 丁目とともに興人株式会社が開発し， 1970年代に完成した。面積 35.5 ha, 
計画戸数 838 戸の 1 戸建住宅からなり，第 1 種住居専用地域内の高級イメージをもった住宅地
である。なお，城山台 2 丁目の南端には児童公園と域山台自治会館があるが，その北側の面積
1. 8 ha，計画戸数80戸の地域は事業主体が異なり， 1981年度に完成した区画である。城山台団
地は標高 81. 4,,-,153. 3 m の地域に広がっており，中位砂疎台地に立地している。なかでも城
山台 5 丁目 8 番には， 1993年10月現在，町域内の新しい住宅地の中では，最高地点(標高 153.3
m) に位置する住宅がある。城山台団地は三郷駅へ1， 500"-'2, 000 m，信貴山下駅へは 200，，-，
1 ， 000m の距離にある。しかし， この団地とその周辺地域には城山台 1 ・ 3 ・ 5 ，自治会館前・
万葉荘前・信貴ヶ丘・信貴山下駅前など， 7 つのバス停留所が設けられていて，町域内では最
もパス路線が発達した利便性の高い住宅地域である。
中部南地域の中央の立野北 2 丁目 31番 2 号には， 1991年度に完成した龍田運動公園がある。





都市的景観である。また，中部南地域の北東部の大和川右岸の谷底平野(標高 39.8 m) には，
三郷町役場・西和農協三郷支所があり，その西方 200，，-，400m (標高 47.2，，-，72.1 m) の中位
砂疎台地の末端部には，学校給食センター・町立三郷中学校，そして大型温室設備をもっ洋ラ
ンセンター(標高 70.2 m) などがあって，やや下ると立野地域し尿処理場が立地している。
大和川右岸の標高 28.9，，-，33.4 m 程の河川敷は草地とミニバイク練習場になり，近鉄生駒線鉄
橋(図 3)の北 100m 地点には亀ヶ窪排水樋門，さらに南へ 150m 地点には日養谷川排水極門
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が設置されている。多聞橋(図 3) の下流 100m，坂根町布口付近の草地には上水道第 7 号井，
第 2 大和川橋梁(図 3) 北詰の堤防止には上水道第 9 号井が掘られている。そして， 1989年度




1 ・ B'-C) 以東の範囲である。行政区は勢野東・美松ケ丘西の西端を除く地域と，美松ケ丘
東・東信貴ケ丘・夕陽ケ丘・三室などが連接しているく図 1 )。 最高地点は北西部の平群町と
の境界線(標高 102.6 m)，最低地点は大和川右岸(標高 34.9 m) である。地形区分はほぼ全
域が中位砂磯台地・丘陵地で，南西部は生駒谷南部に属し，信貴川と大和JII流域は谷底平野で
ある。そして中位砂疎台地・丘陵地と谷底平野の聞に下位砂疎台地と段丘崖が発達している。
傾斜区分は北西端の今池付近が勾配4""'-'8 0であり，北東方の日向斜面(標高 51.9"'-'86. 2 m) は
ブドウ園，他は混交樹林となっている。しかし東部地域のほぼ全域が平均勾配 0""'-'3 0 の緩傾斜
地である(図 2) 。 東部地域の面積は全町域の約20%， 1993年 5 月 1 日の人口は全人口の約38
%，世帯数は全世帯数の40%程度である(三郷町地区別人口統計表より試算〕。 すなわち，面
積に比較して人口・世帯数の割合が多い。その理由は，全体として住宅立地に適した日向緩斜
面が卓越し，ほぼ 4 分の 3 の地域が第 2 次世界大戦以前からの市街地か，近年，住宅地化した
地域であって，残る 4 分の l に当たる谷底平野の水田・普通畑の中にも，旧信貴山参道の街村
や農村集落が形成されていたことである。
最初の住宅地開発による都市化は， 1960年代に近鉄生駒線以東の県道椿井・王寺線沿線の第
1 種住居専用地域で、起きた。それは近接性・利便性の高い鉄道線と県道聞の面積 22.6 ha，計
画戸数482戸の東信貴ヶ丘 1 ・ 2 . 3 丁目(標高 48.0""'-'74.7 m) である。国土庁によれば，近
鉄生駒線勢野北口駅(以下，勢野北口駅〉の東北東 600m に位置し，東へ 450m に町道がある，
第 1 種住居専用地域内で，上下水道と都市ガスが完備していて，一般住宅が多く，その中には
やや老朽化した 1 戸建住宅も混在する新興住宅地である，東信貴ケ丘 2 丁目 6 番28号(図 3)
の 1 m2 当たりの地価は， 1984年度は91， 000円であったが， 1993年 5 月 1 日には135， 000円とな
り， 44， 000円 (32.6%) の高騰をみた(1984 ・ 1993年度地価公示〉。 県道椿井・王寺線以東の
面積 18.7 ha，計画戸数 358 戸の夕陽ケ丘団地は， 東信貴ケ丘団地の次に開発された住宅地で、
あり，続いて三室 1 ・ 2 ・ 3 丁目の面積 14.1 ha，計画戸数428戸，そして南東部の大和川右岸
の昭和橋団地と信貴川下流(標高 34.9""'-'43.2 m) の勢野東 1 ・ 5 ・ 6 丁目(面積 5.1 ha，計
画戸数 188 戸)へと住宅地開発は進展した。なかでも信貴川河口部左岸の勢野東 5 丁目内にあ
る明治橋団地は，標高 34.9m に位置しており，町域内の全住宅地のうちで最も低い地点に立




地している。 1970年代の住宅地化は，歩道のある舗装道路美松ケ丘線沿線の面積 4.9 ha，計画
戸数 300 戸の美松ケ丘西 2 丁目，そして面積 14.6 ha，計画戸数400戸の美松ケ丘西 1 丁目・美
松ケ丘東 1 ・ 2 丁目へと波及した。国土庁によれば，勢野北口駅の北 600m，上下水道・都市
ガス完備の区画整然とした中規模一般住宅地で，標準地の地積が 171 m2，北へ 6m に町道が
ある第 1 種住居専用地域の美松ケ丘西 2 丁目 2 番33号(図 3) は都市化が著しく， 1m2 当たり
の地価は1984年度に109， 000円であったが， 1993年 5 月 1 日には 156， 000 円となり， 47， 000 円
(30.1%) の高騰をみた(1984 ・ 1993年度地価公示〉。
1980年代になると，面積1.3 ha，計画戸数56戸の東信貴ヶ丘 3 丁目，そして面積 5.8ha，
計画戸数 240 戸の勢野東 4 丁目のように，部分的に歩道や街路樹をもっ舗装道路に沿って， 1 
戸建住宅地や中層集合住宅を含む公営住宅団地が開発され，新しい住宅都市的景観が形成され
た。このような都市化現象に伴って，東部地域東縁の国道25号線(至奈良，至大阪・大和高田




駒線と，県道信貴山線の交差地点(標高 54.1 m) にある。明治橋(図 3) の下流 225m 地点
には三軒屋川樋門，明治橋の上流 80m 地点、には惣持寺樋門，昭和橋(図 3) 北詰には神南樋





陵町・香芝町(市) ・河合町，そして三郷町(各町の開発面積はそれぞれ 18.9，，-，227.3 ha の
範間内〕などが多かった。加えて，三郷町では1980年代以後，それにも増して住宅地化による
都市化が急進した(北畠， 1993) 。 わが国の高度成長末期における， 1974年度の対前年比平均
地価公示価格上昇率は，奈良市40.7%，桜井市45.0%，平群町57.5%，三郷町53.4%，磯域郡
田原本町(以下，田原本町) 40.1%であり，奈良盆地の北・南東・中部などの地域よりも，北
西部の平群町・三郷町では， 20年程前に既に急激な地価上昇率を示していた(北畠， 1985 b) 。
(18) この小河川は金指池〈標高 134， 2 m) から 250m東流し，信貴山病院の北から 300m の間(勢野
西 5丁目〉は護岸の小被覆がなされ，さらに東へ 300m の間(勢野西 4丁目〉は大被覆が施されて
いる。そして，信貴山麓線の手前で，矢倉谷川と合流し，近鉄生駒綜の下を流れて勢野西 2丁目付近
から南流して，勢野西 1 丁目の水田(標高 36.5 m) を通過し大和川に流入するが， 立野北部土地区
画整理組合により， 1995年度完成を目標にして， 1990年度より中部南地域南東部の立野北 1 丁目に開









により，住宅地の被害は少なかった(北畠， 1986) 。 今日，三郷駅の平均 1 日乗降者数は約
4， 200人，信貴山下駅は5， 082人，勢野北口駅は 3， 380 人であり，その殆んどは通勤・通学者で
ある(1993年 8 月三郷線・王寺駅調べ)0 1990年国勢調査によれば，奈良県郡部平均値との比




111 ま と め
三郷町の都市化を景観学的視座から調査・分析し，次のような知見をえた。
(1) 1993年 8 月現在，完成している三郷町の住宅地の最高地点は標高 153.3 m の城山台 5
丁目 8 番にあわ中位砂磯台地に立地している。最低地点は大和川右岸と信貴川河口部左岸の





市計画道路・歩道・街路樹・遊道歩・接道緑被空間の形成，さらに 1 m2 当たり 150， 000 円を
超す高地価と過去10年間の40%近い地価上昇率対策などである。
(2) 主な都市施設の垂直的分布をみれば，標高 30，..，_， 100 m にはバイク練習場・樋門・駅・
パスターミナル・終末処理場・霊園・火葬場・貸農園・施設園芸農場・病院・店舗・ホテル・
銀行・テナントピル・役場・郵便局・公園・遊歩道，そして公共・福祉・体育・コミュニティ
(19) 三郷町の人口は23. 123人 (1990年国勢調査〉である。年齢別人口割合は奈良県郡部(以下，郡部〉
の年少人口 18.6%. 生産年齢人口68.3%. 老年人口 13.0%であり，三郷町は年少人口 16.4%. 生産年
齢人口72.1%. 老年人口 1 1. 5%である。 1985""""1990年の閣の産業別人口増減率は，郡部が第 1 次産業
22.7%減，第 2次産業 8.2% 増，第 3 次産業 13.8%増であり，三郷町は第 1 次産業 24.6%減，第 2
次産業12.1%増，第 3 次産業12.3%増である。 1990年の郡部の核家族世帯率は62.4%. 三郷町は68.4
%であり，郡部の単独世帯率は1 1. 5%. 三郷町は16.5%である。郡部の持ち家率は80.2%. 三郷町は
71. 0%であり，民営借家率は郡部12.2%. 三郷町20.0%である。郡部の通勤・通学者のみの世帯率は
18.7%. 三郷町は25.8%である。特に通学者のみの世帯率は郡部が0.3%. 三郷町は3.2%である。(総




一活動施設などが立地している。標高 100"，200 m には水源池・上水道配水場・大学・老人ホ
ーム・看護学校・病院・し尿処理場・清掃センターなどが位置し，標高 200"，300 m には揚排
水施設・し尿処理場・農業公園など，標高 300"，400 m には有料道路・公園墓地などが配置さ
れている。また，水平的分布は近接性・利便性を求めて鉄道線・パス路線を指向し，都市施設




(3) 都市化の自然的基盤は，標高 100m までの勾配0"'8。の日向緩斜面を選好した。しかし
全町域の南部地域では住宅地化と大学設置が誘因となり，勾配 9"'300 の急傾斜地にも地形改変
を伴う都市化が起き，鉄道線から遠い西部地域ではパス路線に依存した飛地的都市化が認めら
れる。また，第 1 次産業的土地利用地域をみれば，水田・普通畑は標高 50"，200 m で，勾配
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